
No.795みんな　笑顔で　あったかす

12
2017. DEC

名誉町民　浅井基典様
名誉町民推戴式・祝賀会(11月５日）
名誉町民　浅井基典様
名誉町民推戴式・祝賀会(11月５日）



浅
井
基
典
氏
の
主
な
経
歴

【
学
歴
】

昭
和
25
年
３
月 

　

九
州
大
学
付
属
医
学
専
門
部
卒
業

昭
和
25
年
４
月

　

八
幡
製
鉄
所
病
院
研
修

昭
和
26
年
５
月

　

医
師
国
家
試
験
合
格

【
職
歴
】

昭
和
26
年
７
月

　

明
治
鉱
業
株
式
会
社

　
　
　

庶
路
鉱
業
所
病
院
勤
務

昭
和
28
年
10
月

　

北
海
道
大
学
医
学
部

　
　

第
三
内
科
学
講
座
研
修
員

昭
和
33
年
11
月

　

鷹
栖
村
立
診
療
所
長

昭
和
36
年
８
月

　

阿
寒
町
立
病
院
副
院
長

昭
和
37
年
10
月

　

枝
幸
町
立
病
院
副
院
長

昭
和
39
年
12
月

　

滝
上
町
立
病
院
院
長

昭
和
43
年
５
月　

浅
井
医
院
開
院

【
団
体
等
歴
】

昭
和
43
年
４
月

　

北
海
道
立
鷹
栖
高
等
学
校
校
医

　
　
　
　

（
平
成
24
年
３
月
退
任
）

昭
和
61
年
４
月

　

社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会
理
事

平
成
２
年
６
月

　

社
会
福
祉
法
人
鷹
栖
共
生
会
理
事

　
　
　
　

（
平
成
25
年
10
月
退
任
）

平
成
３
年
12
月

　

鷹
栖
国
際
交
流
協
会

　

「
鷹
の
翼
」
会
長

　
　
　
　

（
平
成
10
年
３
月
退
任
）

功
績
を
称
え
て

　

浅
井
基も
と

典す
け

氏
の
こ
れ
ま
で
の

功
績
を
称
え
、
名
誉
町
民
の
推

戴
式
及
び
祝
賀
会
が
11
月
５
日

（
日
）
、
北
野
地
区
住
民
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
参
会
者

１
０
０
名
が
参
列
し
栄
誉
を
祝

し
ま
し
た
。

　

谷
町
長
よ
り
浅
井
氏
へ
推
戴

状
と
名
誉
町
民
章
の
贈
呈
後
、

発
起
人
を
代
表
し
て
、
社
会
福

祉
法
人
さ
つ
き
会
理
事
長
の
木

津
真
庭
氏
が
「
明
日
か
ら
の
先

生
の
お
姿
に
期
待
し
て
、
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
過
ご
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。

乾
杯
を
交
わ
し
て
か
ら
は
、
親

族
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
歓
談

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
43
年
に

　
浅
井
医
院
を
開
院

　

浅
井
氏
が
最
初
に
鷹
栖
に
赴

任
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
33
年
の

こ
と
。
当
時
の
鷹
栖
村
立
診
療

所
長
を
務
め
ら
れ
た
と
き
で
し

た
。
そ
の
後
３
年
間
の
任
期
を

終
え
、
他
町
で
の
医
師
派
遣
の

任
を
務
め
、
迎
え
た
昭
和
43

年
。
当
時
、
経
営
難
が
続
い
て

い
た
村
立
国
保
診
療
所
の
民
営

移
管
検
討
に
際
し
、
村
か
ら
の

要
請
を
受
け
、
窮
地
を
救
う
よ

う
に
開
院
し
た
の
が
浅
井
医
院

で
し
た
。

　

昭
和
53
年
に
は
現
在
の
鷹
栖

歯
科
、
平
成
11
年
に
は
現
在
の

南
１
条
２
丁
目
へ
と
変
遷
し
、

今
に
至
り
ま
す
。

総
合
健
康
診
査
の
普
及

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

　
　
　
　
　 

根
幹
を
構
築

　

町
で
は
、
昭
和
50
年
か
ら

「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
の
手
で

守
る
」
と
い
う
思
想
の
も
と
、

成
人
病
予
防
と
早
期
発
見
・
治

療
を
目
的
に
総
合
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
浅

井
氏
は
本
町
の
町
づ
く
り
の
重

要
課
題
で
あ
る
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
に
尽
力
。
健
康
づ
く
り

を
住
民
活
動
と
し
て
定
着
さ

せ
、
そ
の
根
幹
を
町
と
保
健
推

進
委
員
と
と
も
に
築
か
れ
ま
し

た
。

　

当
時
の
総
合
健
康
診
査
の
取

組
み
は
「
小
さ
な
町
の
大
き
な

試
み
」
と
し
て
、
全
国
か
ら
注

目
を
集
め
ま
し
た
。

名
誉
町
民 

浅
井
基
典
氏
の
あ
ゆ
み

▲浅井医院

▲総合健康診査の様子
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平
成
４
年
４
月

　

社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会
理
事
長

　

（
平
成
10
年
１
月
理
事
長
退
任
）

平
成
６
年
７
月

　

財
団
法
人
北
海
道
眼
球
銀
行

　
　

旭
川
支
部
副
支
部
長

（
旭
川
医
大
ア
イ
バ
ン
ク
に
移
行
）

平
成
17
年
１
月

　

旭
川
医
大
ア
イ
バ
ン
ク
副
理
事
長

　
　
　
　
　

(

平
成
24
年
３
月
退
任
）

【
表
彰
歴
】

昭
和
56
年
７
月 

　

北
海
道
知
事
賞

　

北
海
道
医
師
会
医
学
研
究
奨
励
賞

　
　
　
　

 

10
月

　
北
海
道
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
表
彰

昭
和
58
年
８
月

　

鷹
栖
町
保
健
文
化
賞

　
　

鷹
栖
町
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生

　
　

功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　

（
開
基
90
年
記
念
）

昭
和
61
年
９
月　

紺
綬
褒
章

平
成
４
年
８
月

　

鷹
栖
町
福
祉
保
健
功
労
表
彰

　
　
　
　

（
開
基
１
０
０
年
記
念
）

　
　
　

  

10
月

　

北
海
道
社
会
貢
献
賞

平
成
13
年
11
月

　

北
海
道
社
会
貢
献
賞

　

（
国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
者
）

　
　
　
　

12
月

　

鷹
栖
町
特
別
功
労
者
表
彰

平
成
18
年
10
月

　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

（
国
民
健
康
保
険
関
係
功
労
者
）

地
域
を
愛
し

　
地
域
に
愛
さ
れ
る
名
医

　

昭
和
43
年
の
浅
井
医
院
開
院

以
来
、
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
浅
井

氏
。
平
成
13
年
に
ご
子
息
の
真

一
郎
さ
ん
に
院
長
の
任
を
引
き

継
が
れ
ま
し
た
が
、
３
年
ほ
ど

前
ま
で
は
医
院
で
の
診
療
等
を

行
い
、
今
で
も
各
学
校
の
内
科

検
診
を
真
一
郎
さ
ん
と
と
も
に

担
当
さ
れ
る
な
ど
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

医
療
業
務
の
ほ
か
、
鷹
栖
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
し

て
社
会
奉
仕
活
動
へ
の
注
力

や
、
国
際
交
流
協
会
「
鷹
の

翼
」
を
発
足
さ
せ
、
初
代
会
長

と
し
て
外
国
人
留
学
生
の
受
け

入
れ
を
は
じ
め
る
な
ど
活
動
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

浅
井
氏
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ

み
は
、
大
き
な
功
績
と
な
っ
て

私
た
ち
町
民
に
も
た
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲後列左から、鷹栖ライオンズクラブ 田中実副会長、木下忠行町議会議長、植西辰義商工会長
　前列左から、社会福祉法人さつき会 木津真庭理事長、浅井基典氏、谷寿男町長

元鷹栖町保健婦長

荒
あら

　尋
ひろ

子
こ
さん

（南１条４丁目）

　
昭
和
47
年
に
入
庁
し
て
か
ら

38
年
間
、
町
の
保
健
婦
と
し
て

在
職
し
ま
し
た
。

　
50
年
か
ら
始
ま
っ
た
総
合
健

診
は
大
き
な
事
業
で
、
浅
井
先

生
の
助
言
と
ご
協
力
が
な
く
て

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
が
事
業
の
相
談
に
伺
っ
た

と
き
に
、
先
生
が
い
つ
も
お
考

え
だ
っ
た
の
が
「
本
当
に
町
民

の
役
に
立
つ
の
か
」
、
「
そ
れ

は
安
全
な
事
業
か
」
と
い
う
こ

と
。
常
に
町
民
の
目
線
に
立
っ

て
も
の
ご
と
を
思
案
さ
れ
る
お

姿
に
、
私
も
保
健
婦
と
し
て
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
困
っ
た
と
き
に
ま
ず

話
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
先
生
の

お
人
柄
に
、
町
民
か
ら
信
頼
さ

れ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　
名
誉
町
民
の
ご
推
戴
を
本
当

に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
お
元
気
で
今
後
の
ご
活
躍

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
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  鷹栖町Ｆａｃｅｂｏｏｋもご覧ください。
鷹栖でのイベントやできごとを、日々更新しています。

『
よ
り
住
み
よ
い
町
』
を
テ
ー
マ
に
意
見
出
し
合
う

　
秋
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

11
月
２
日
（
木
）
の
北
成
地

区
住
民
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り

に
、
鷹
栖
・
北
野
・
中
央
・
北

斗
・
北
成
全
５
地
区
で
秋
の
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

町
政
の
現
況
を
伝
え
、
そ
れ

に
対
し
て
住
民
の
方
が
質
問
を

す
る
と
い
う
昨
年
ま
で
の
進
め

方
を
変
更
。
５
～
６
人
ほ
ど
の

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ

町
職
員
が
進
行
役
と
な
っ
て

絵
本
２
千
冊
に
歓
喜

北
野
小
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
26
日
（
木
）
に
、
北
野

小
学
校
で
、
道
立
図
書
館
協
力

の
も
と
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
町
教
委
主
催
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

道
図
書
館
に
よ
る
市
町
村
活

動
支
援
事
業
の
一
環
で
、
児
童

に
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
や
読
書
意
欲
の
向
上
が
目
的

で
す
。

　

低
学
年
・
高
学
年
の
２
部
構

成
で
行
わ
れ
、
北
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

団
体
「
北
野
小
お
は
な
し
の
会

キ
タ
キ
タ
」
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

児
童
た
ち
は
体
育
館
に
並
べ
ら

れ
た
児
童
書
や
仕
掛
け
絵
本

２
千
冊
の
中
か
ら
１
人
５
冊
ま

で
の
絵
本
選
び
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

『
よ
り
住
み
よ
い
町
』
を
テ
ー

マ
に
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
や

課
題
を
再
認
識
し
、
前
向
き
な

意
見
が
数
多
く
出
て
い
ま
し

た
。
鷹
栖
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
に
参
加
し
た
宮
澤
文ふ

み

意い

さ
ん
は
「
身
近
な
お
話
が
で
き

た
し
、
移
住
し
て
来
ら
れ
た
方

の
お
話
も
聞
け
て
よ
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

規
則
正
し
く
有
意
義
に

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
合
宿

　

親
元
を
離
れ
な
が
ら
通
学

し
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の

定
着
や
集
団
生
活
を
通
し
て
協

調
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

10
月
29
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で

の
４
日
間
、
北
斗
地
区
住
民
セ

ン
タ
ー
で
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
合
宿
（
町
教
委
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
鷹
栖
・
北

野
小
に
通
う
４
～
６
年
生
の
児

童
18
名
。
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
活
動
を
と
も
に
し
、
最
終

日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
か
っ

た
点
や
次
に
生
か
し
た
い
点
を

発
表
し
ま
し
た
。
北
野
小
６
年

の
渡
邊
翔
悟
く
ん
は
「
研
修
で

５
分
前
行
動
を
と
る
よ
う
に
し

た
ら
、
学
校
生
活
が
楽
し
く

な
っ
た
し
、
研
修
も
楽
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。

食
品
配
送
に
役
立
て
て

　
日
本
財
団
よ
り
車
両
寄
贈

　

11
月
１
日
（
水
）
に
、
公
益

活
動
団
体
に
対
し
、
幅
広
い
分

野
で
助
成
に
よ
る
支
援
を
行
っ

て
い
る
公
益
財
団
法
人
日
本
財

団
よ
り
社
会
福
祉
法
人 

鷹
栖

共
生
会
が
経
営
す
る
「
地
産
地

消
の
店 

チ
コ
リ
」
へ
福
祉
車

両
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
同
店

に
対
し
て
車
両
が
寄
贈
さ
れ
る

の
は
、
今
回
が
初
め
て
。

　

福
祉
車
両
贈
呈
の
際
に
、
鷹

栖
共
生
会
の
石
山
和
則
さ
ん
は

「
就
労
支
援
事
業
の
充
実
と
発

展
に
役
立
て
て
い
き
た
い
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

同
車
両
は
、
食
材
等
の
仕
入

れ
業
務
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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歌
に
舞
踊
に
和
太
鼓
に

　
　
文
化
の
日
の
催
し

　

11
月
３
日
（
金
）
に
今
年
で

４
度
目
の
開
催
を
迎
え
た
「
文

協
ま
つ
り
」
（
町
文
化
協
会
主

催
）
が
た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
同
協
会
に

所
属
す
る
13
団
体
が
舞
台
を
彩

り
ま
し
た
。

　

特
別
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
広

報
た
か
す
10
月
号
で
も
紹
介
し

た
、
民
謡
の
全
国
大
会
で
準
優

勝
に
輝
い
た
道
教
大
付
属
小
２

年
の
簗
取
音ね

寧ね

さ
ん
（
北
野
地

区
在
住
）
と
、
そ
の
師
で
あ
る

朝
倉
真
貴
先
生
が
登
場
。
圧
巻

の
歌
声
で
会
場
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

出
演
者
や
会
場
の
方
が
登
壇

し
て
の
鷹
栖
音
頭
が
、
温
ま
っ

た
会
場
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

主
役
は
町
民

　
た
か
す
て
き
音
楽
祭

　

11
月
５
日
（
日
）
に
、
た
か

す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
「
第

９
回 

た
か
す
て
き
音
楽
祭
」

（
た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

企
画
委
員
会
・
町
・
町
教
委
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
音
楽
祭
は
、
音
楽
が
好
き

な
町
民
や
町
内
勤
務
・
通
学
者

を
対
象
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

今
年
は
全
25
組
の
団
体
と
個
人

が
出
演
し
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
、
合
唱
や
ピ
ア

ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
演

奏
、
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、
吹
奏

楽
で
観
客
を
魅
了
。
そ
れ
ぞ
れ

の
演
目
を
終
え
る
度
に
、
ス

テ
ー
ジ
に
、
惜
し
み
な
い
拍
手

が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

心
を
ひ
と
つ
に

　
児
童
生
徒
が
成
果
を
披
露

　

11
月
10
日
（
金
）
に
、
鷹
栖

町
児
童
生
徒
音
楽
発
表
会
（
町

教
育
研
究
会
主
催
）
が
た
か
す

メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
発
表
者
で
あ
る

鷹
栖
・
北
野
小
の
高
学
年
と
鷹

栖
中
２
年
生
、
鷹
栖
小
ス
ク
ー

ル
バ
ン
ド
、
鷹
栖
中
吹
奏
楽
部

の
ほ
か
、
保
護
者
も
来
場
。
児

童
生
徒
の
歌
や
器
楽
演
奏
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

６
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
と

な
る
大
舞
台
で
の
合
唱
は
、
会

場
を
感
動
で
包
み
こ
み
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
会
場
の
児
童
生
徒

約
３
７
０
名
に
よ
る
合
唱
「
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
」
が
披
露
さ
れ

た
際
に
は
、
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

伝
承
遊
び
で
仲
良
し
に

　
な
な
大
と
北
野
小
交
流

　

11
月
17
日
（
金
）
に
、
な
な

か
ま
ど
大
学
と
北
野
小
１
年
生

の
交
流
が
北
野
小
学
校
で
行
わ

れ
、
仲
を
深
め
ま
し
た
。

　

児
童
31
名
は
８
班
に
分
か
れ

て
、
大
学
・
大
学
院
生
17
名
が

そ
れ
ぞ
れ
指
導
す
る
パ
ッ
チ

（
め
ん
こ
）
や
お
手
玉
、
あ
や

と
り
と
い
っ
た
８
種
類
の
伝
承

遊
び
を
移
動
し
な
が
ら
体
験
。

普
段
は
あ
ま
り
触
れ
る
機
会
の

な
い
遊
び
に
夢
中
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
グ
ル
ー
プ
で
給
食

を
と
も
に
し
、
会
話
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

山
田
成
美
さ
ん
（
北
野
小
１

年
）
は
「
パ
ッ
チ
が
一
番
楽
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
の
あ
た
た
か
み
に

触
れ
る

　

11
月
18
日
（
土
）
に
、
北
野

地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
で
「
第
６

回
手
づ
く
り
マ
ル
シ
ェ
」
（
同

実
行
委
主
催
）
が
行
わ
れ
、

４
０
０
名
ほ
ど
が
会
場
に
詰
め

か
け
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

小
物
の
作
家
が
集
い
、
手
づ
く

り
作
品
を
販
売
し
た
ほ
か
、
飲

食
コ
ー
ナ
ー
や
映
画
上
映
コ
ー

ナ
ー
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

ス
キ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
窓
口
が
開

設
さ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
充
実

し
て
い
ま
し
た
。

　

町
産
な
な
つ
ぼ
し
の
新
米
の

試
食
・
販
売
も
実
施
し
、
来
場

者
は
、
同
じ
く
販
売
し
て
い
た

㈲
稲
華
屋
の
「
あ
っ
ぱ
れ
三
升

漬
け
」
と
と
も
に
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
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技
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さ
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　北
海
道
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献
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培
っ
た
技
術
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さ
れ

　
　
　北
海
道
産
業
貢
献
賞
を
受
賞

町民の活躍をご紹介します！町民の活躍をご紹介します！

鷹
栖
町
社
協
初
の

　
　
　
　
全
国
表
彰

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
降

町
社
協
）
が
、
北
海
道
社
会
福

祉
協
議
会
の
推
薦
を
受
け
、
平

成
29
年
度
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
の
ひ
と
つ
「
優
良

社
会
福
祉
協
議
会
」
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
当
表
彰
は
、

社
会
福
祉
活
動
が
特
に
優
秀
な

社
協
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
当

町
初
と
な
り
ま
す
。

　
11
月
22
日
に
東
京
都
港
区
で

行
わ
れ
た
全
国
社
会
福
祉
大
会

の
表
彰
式
典
に
て
、
全
社
協
会

長
よ
り
町
社
協
会
長
の
西
中
裕

一
氏
へ
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。北

野
de
寺
子
屋
が

　
　
　
　
　
高
く
評
価

　
平
成
25
年
12
月
、
冬
休
み
を

過
ご
す
小
学
生
に
学
習
す
る
楽

し
み
を
知
り
習
慣
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
、
地
域
交
流
ス

ペ
ー
ス
「
ふ
れ
あ
い
茶
ろ
ん
て

く
て
く
」
に
て
全
４
回
の
日
程

で
『
北
野
de
寺
子
屋
』
は
始
ま

り
ま
し
た
。

　
当
事
業
は
、
小
学
生
が
持
ち

寄
っ
た
教
材
や
宿
題
で
わ
か
ら

な
い
部
分
を
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
寺
子
屋
サ
ポ
ー
ト
隊
」
が

わ
か
り
や
す
く
指
導
す
る
と
い

う
も
の
。

　
ま
た
、
勉
強
の
み
な
ら
ず
、

休
み
時
間
や
勉
強
後
に
は
紙
飛

行
機
飛
ば
し
や
腕
相
撲
大
会
と

い
っ
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も
実
施

し
、
子
ど
も
た
ち
を
飽
き
さ
せ

ま
せ
ん
。

　
平
成
28
年
か
ら
は
鷹
栖
地
区

で
も
事
業
を
開
始
。
現
在
で

は
、
計
19
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

指
導
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方

の
み
な
ら
ず
、
高
校
生
や
大
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
す

る
な
ど
、
発
展
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
延
べ
１
４
３

６
名
の
児
童
が
参
加
し
て
お

り
、
地
域
の
方
と
児
童
双
方
に

と
っ
て
貴
重
な
世
代
間
交
流
の

場
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

町
社
協
が
全
国
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
活
動
が
高
く
評
価

▲寺子屋の様子

寺子屋サポート隊
須藤 文さん
（北野東２条１丁目）

　
４
年
前
の
立
ち
上
げ
か
ら
サ

ポ
ー
ト
隊
と
し
て
児
童
た
ち
の

学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

　
寺
子
屋
で
は
、
自
分
の
課
題

を
自
分
で
発
見
・
解
決
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
は
自
主
性
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
体

験
で
き
な
い
、
異
な
る
学
年
の

児
童
が
一
つ
の
場
で
学
び
、
互

い
に
学
ぶ
姿
勢
を
高
め
合
え
る

の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
寺
子
屋
を
楽
し
み
に
す
る
子

が
ひ
と
り
で
も
い
る
限
り
、
友

だ
ち
や
私
た
ち
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
場
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲ 11 月 27 日にあったかす北野サロンで行われた北野 de 寺子屋にて、
　サポート隊と子どもたち、町社協職員で記念に一枚。
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「
防
火
・
防
災
」
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ク
ー
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長
年
培
っ
た
技
術
が
評
さ
れ

　
　
　北
海
道
産
業
貢
献
賞
を
受
賞

長
年
培
っ
た
技
術
が
評
さ
れ

　
　
　北
海
道
産
業
貢
献
賞
を
受
賞

町民の活躍をご紹介します！町民の活躍をご紹介します！
　
道
主
催
の
北
海
道
「
防
火
・
防
災
」

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
小
学
生
ポ
ス
タ
ー

の
部
に
お
い
て
、
北
野
小
学
校
４
年
生

の
竹
田
真ま

ゆ

こ
悠
子
さ
ん
が
、
最
高
賞
に
次

ぐ
道
消
防
協
会
長
賞
を
受
賞
。
同
小
４

年
の
川
村
聖せ

い
也や

く
ん
が
そ
れ
に
次
ぐ
全

国
消
防
長
会
北
海
道
支
部
長
賞
を
、
同

小
４
年
の
小
野
寺
倖こ

う
大だ
い

く
ん
が
道
少
年

婦
人
（
女
性
）
防
火
協
議
会
長
賞
を
受

賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
火
災
を

防
ぐ
方
法
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
勉
強
し

た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
作
品
に
し

て
、
火
災
予
防
の
普
及
を
図
る
目
的
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
消
防
協
会
長
賞
を
受
賞
し
た
竹
田

さ
ん
は
「
火
に
注
意
」
と
い
う
題
名

で
、
「
消
し
た
よ
ね 

そ
ん
な
思
い
が 

火
事
の
も
と
」
と
い
う
標
語
と
と
も

に
、
家
を
襲
っ
て
い
る
火
を
バ
ケ
ツ
や

ホ
ー
ス
が
消
火
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
を

描
き
ま
し
た
。

　
竹
田
さ
ん
は
「
キ
ッ
チ
ン
で
お
手
伝

い
を
す
る
と
き
は
火
に
気
を
付
け
て
い

る
」
と
、
普
段
の
防
火
意
識
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
（
敬
称
略
。
全
て
北
野
小
４
年
）

○
北
海
道
消
防
協
会
長
賞

　
竹
田　
真
悠
子

○
全
国
消
防
長
会
北
海
道
支
部
長
賞

　
川
村　
聖
也

○
北
海
道
少
年
婦
人
（
女
性
）
防
火
協
議

会
長
賞

　
小
野
寺　
倖
大

○
佳
作

　
小
池 

柚ゆ
ず

芭は　
齋
藤 

な
つ
き　
高
井 

絆は
ん

南な

　

永 

乃の

和わ　
野
原 

桃も
も
子こ　
　
原
田 

芽め

依い

　
見
上 

風ふ

未み

琉る　
水
戸
部 

妃ひ
よ
り和　
山
原 

楓ふ
う
末ま

　
出
口
建
設
の
代
表 

出
口
庄
司
さ
ん

が
、
卓
越
し
た
技
能
者
と
し
て
北
海
道

産
業
貢
献
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
広
く
社
会
一
般
に
技
能
尊

重
の
気
風
を
浸
透
さ
せ
、
技
能
者
の
地

位
や
技
能
水
準
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
青
少
年
が
そ
の
適
性
に
応
じ
て
誇

り
と
希
望
を
持
っ
て
技
能
労
働
者
と
な

り
、
そ
の
職
業
に
精
進
す
る
気
運
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
北
海
道
が
顕
彰
し

て
い
ま
す
。

　
出
口
さ
ん
は
、
高
校
２
年
生
の
と
き

に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
、
叔
父
が
経
営

す
る
新し
ん
ぼ
う保
組
へ
春
と
秋
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
45
年
の
永
き
に
わ

た
り
建
築
大
工
と
し
て
働
き
、
そ
の
間

日
本
建
築
の
伝
統
的
技
能
を
習
得
。
特

に
、
床
の
間
や
書
院
と
い
っ
た
和
室
仕

上
げ
の
技
能
が
卓
越
し
て
お
り
、
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
10
年
に
は
独
立
し
、
家
族
経
営

の
出
口
建
設
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
よ

り
仕
事
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
、
２
級
建

築
士
や
１
級
技
能
士
、
職
業
訓
練
指
導

員
な
ど
、
数
々
の
資
格
を
取
得
し
て
い

ま
す
。
「
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
、
自
分
の
技
術
に
自
信
を
持
て
る
」

と
出
口
さ
ん
。
“
お
客
さ
ん
に
対
し
誠

心
誠
意
の
仕
事
を
す
る
＂
を
モ
ッ
ト
ー

に
仕
事
に
専
念
す
る
出
口
さ
ん
は
「
最

後
は
儲
け
話
は
関
係
な
く
な
る
ん
だ

よ
」
と
優
し
く
ほ
ほ
え
み
ま
す
。

　
人
を
第
一
に
考
え
る
仕
事
ぶ
り
は
、

多
く
の
お
客
さ
ん
か
ら
『
庄
ち
ゃ
ん
ま

た
助
け
て
よ
』
と
頼
ら
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
な
う
ち
は
仕
事

を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
出
口
さ
ん

は
、
確
か
な
技
術
で
人
々
を
笑
顔
に
し

て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

▲竹田さんと受賞作品
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　皆さん、ジンゲリ！
　冬ですね。暖かい格好をして風邪をひかないように
気を付けましょう！

　つるつる道になってしまう前に遠出をしておこうと稚
内までドライブに行きました。長旅ではありましたが、
友人と色んな場所でおいしい物を食べるために休憩し、
きれいな景色を楽しみ、日本最北の地 宗谷岬に到着し
たときはとても嬉しかったです。
　別の日には美深町で、羊毛を使ってバッグとコースタ
ーを作る体験もしました。想像していた以上に工程が
複雑で、色んなことを学びました。

　北海道には、人を楽
しませる農産品や工芸
品がたくさんあって本当
に興味深いです。どこ
に行っても、いつも勉強
になります。人を楽しま
せる・・・町内で言えば
パレットヒルズ！仲良く
している東 川町のALT
と行き、広がる秋の景
色に二人で驚きました。
季節によって本当に違っ
て見えるんですね。冬景
色も楽しみです。

　先月は、町内小学校の学芸会を見せてもらいました。
音楽に劇、すごく面白く、全員がしっかり力を出せる
パートがあるのは素晴らしいなと思いました。鷹栖小
学校の発表の一つ“タカス ディズニーワールド”はと
てもかわいらしくて、夏に行った東京ディズニーランド
を思い出し笑顔になりました。オーストラリアにも同じ
ような学校行事があれば良いのにと思いました。
　オーストラリアでクリスマスを迎える12月が夏なのは
聞いたことがありますか？クリスマス当日は、家族で
BBQをしたり、クリスマスランチを食べに出掛けたり
します。翌日の26日もボクシングデーという祝日です。
クリスマス翌日からどこのお店も大きなセールを始める
ので別名『ショッピング休暇』と呼ばれています。
　今年、初めて冬のクリスマスを日本で過ごします。
たくさんの思い出を作りたいです。
　皆さん、素敵なクリスマスをお過ごしください！

外国語指導助手
アレックスさんJingerri（ジンゲリ）は、ゴールドコーストのアボリジニのあいさつで、こんにちはという意味です。

鷹
栖
町
名
誉
町
民
　
浅
井
基
典
先
生

　

永
年
に
わ
た
り
、
本
町
の
医

療
・
福
祉
の
発
展
に
心
血
を
注

ぎ
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
浅
井

基
典
先
生
へ
の
【
名
誉
町
民
推

戴
式
】
を
、
11
月
５
日
に
挙
行

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

巻
頭
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
最
初
の
町
と
の
ご
縁
は
、

村
立
診
療
所
長
で
着
任
さ
れ
た

昭
和
33
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ

の
後
、
昭
和
43
年
に
は
当
時
赤

字
続
き
で
あ
っ
た
診
療
所
を
廃

止
し
「
個
人
医
院
で
経
営
を
お

願
い
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
町
の
要
望
を
聞
き
入
れ
て

く
だ
さ
り
、
個
人
医
院
と
し
て

浅
井
医
院
を
開
院
。

　

以
来
50
年
余
に
わ
た
り
、

「
私
た
ち
の
一
番
身
近
な
医

院
」
と
し
て
町
民
の
安
心
と
安

全
を
守
ら
れ
、
高
齢
者
介
護
施

設
誘
致
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
功
績
は
大
き
い
。

　

開
院
当
時
の
浅
井
先
生
夫
妻

の
お
写
真
を
拝
見
す
る
と
、
斜

め
に
傾
い
た
玄
関
前
で
真
っ
直

ぐ
に
写
る
若
い
お
二
人
が
印
象

的
で
、
「
こ
の
時
代
は
、
家
に

は
隙
間
か
ら
雪
が
入
っ
て
く
る

の
が
当
た
り
前
で
、
そ
れ
で
も

鷹
栖
の
こ
と
を
分
か
ら
な
い
私

た
ち
に
優
し
く
接
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
に
随
分
と
助
け
ら
れ
ま

し
た
」
と
目
を
細
め
ら
れ
た
。

　

推
戴
式
の
後
、
関
係
者
主
催

の
祝
賀
会
も
催
さ
れ
、
浅
井
先

生
は
「
信
頼
で
き
る
職
員
に
恵

ま
れ
、
医
院
で
は
、
す
べ
て
に

お
い
て
大
過
な
く
処
置
で
き

た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
健

康
と
発
展
を
お
祈
り
し
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

式
典
後
に
は
「
懐
か
し
い
人

た
ち
と
も
お
話
で
き
嬉
し
か
っ

た
。
今
度
は
食
事
で
も
し
な
が

ら
、
ま
た
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
た
い
で
す
ね
」
と
語
ら
れ

た
。
い
か
な
る
時
も
感
謝
を
忘

れ
な
い
町
民
に
永
遠
に
信
頼
さ

れ
る
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
で
あ

り
、
敬
愛
さ
れ
る
浅
井
先
生
で

あ
る
。
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こ
こ
が
知
り
た
い
！

ご
み
の
こ
と

ご
み
の
こ
と

このコーナーは、皆さんのごみに関する疑問にお答えするために、隔月で連載しています。
ごみのことで疑問をお持ちの方は町民課住民生活係（☎87-2111）へお問い合わせください。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
た
ご
み
の
分
別
方
法

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
記

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
記

〜
観
光
協
会
勤
務

　久保
田

　雄貴
協
力
隊
員
〜

た
か
す
牛ぎ

ゆ
う
か鹿

れ
ー

　
い
よ
い
よ
販
売
開
始
で
す

　

11
月
10
日
（
金
）
か
ら
、
町

内
の
４
つ
の
飲
食
店
で
、
鷹
栖

の
新
ご
当
地
グ
ル
メ
を
目
指
す

「
た
か
す
牛
鹿
れ
ー
」
の
販
売

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
田
フ
ァ
ー
ム
の
鷹
栖
牛

と
、
山
恵
の
エ
ゾ
鹿
肉
の
合
挽

肉
を
ぜ
い
た
く
に
使
用
し
、
ハ

ン
バ
ー
グ
を
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と

合
わ
せ
た
、
鷹
栖
に
こ
だ
わ
っ

た
逸
品
で
す
。

　

店
舗
ご
と
に
付
け
合
わ
せ
が

違
う
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
、
水
餃

子
や
野
菜
の
素
揚
げ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
カ
レ
ー
ル
ー
も
お
店

の
個
性
が
出
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
４
店
舗
の
味
を
制
覇
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
店
舗
に
よ
っ
て

は
、
数
量
限
定
の
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。

　

将
来
的
に
は
、
北
海
道
ご
当

地
カ
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
加

入
し
、
そ
の
中
で
行
わ
れ
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
に
参
加
す

る
こ
と
で
広
く
鷹
栖
町
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

近
隣
の
協
力
隊
と
意
見
交
換

　

11
月
14
日
（
火
）
に
は
、
上

川
管
内
地
域
お
こ
し
協
力
隊
研

修
会
が
上
川
総
合
振
興
局
（
旭

川
市
）
で
行
わ
れ
、
私
と
も
う

一
人
の
協
力
隊
の
宮
井
で
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
管
内
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ま
ち
で
活
動
し
て
い
る

協
力
隊
員
24
名
が
出
席
し
、
活

動
事
例
発
表
や
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
体

験
談
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
体
験
談
で
は
、
上
士
幌

町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
さ

れ
て
い
た
井
上
智
彦
さ
ん
の
話

を
伺
い
ま
し
た
。
協
力
隊
の
任

期
終
了
後
、
同
町
で
井
上
さ
ん

は
「
ピ
ザ
と
ワ
イ
ン
の
店 

パ

ピ
リ
カ
」
を
営
む
な
ど
、
地
域

に
寄
り
添
っ
た
生
活
を
送
ら
れ

て
い
る
と
聞
き
、
今
後
の
活
動

の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
も
少
し
ず
つ
観
光

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
始
め
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
観
光
客
を
し
っ

か
り
と
目
的
地
へ
導
け
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み

た
い
で
す
。

▲たかす牛鹿れー、皆さん
んもぜひご賞味ください

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
た

ご
み
」
は
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
専
用
袋
」
、

「
小
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
専
用

袋
」
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
専
用

袋
」
の
３
種
類
に
大
別
で
き
ま

す
。

　
基
準
は
左
図
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
が
、
例
外
と
し
て
、

◆
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス
の
体
積
よ
り
大

き
い
が
紐
状
の
も
の
、
柔
ら

か
く
・
薄
い
も
の

◆
基
本
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
に
分
類
さ
れ
る
が

汚
れ
が
落
ち
な
い
も
の

◆
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
・
Ｖ
Ｈ
Ｓ

テ
ー
プ

は
「
燃
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
」

へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

店名 住所 付け合わせ 価格（税込）
大八食堂 北１条１丁目 野菜の素揚げ、

オオカミの桃
1,000 円

駒鮨 北１条２丁目 野菜の素揚げ 800 円
山恵 13 線 16 号 新鮮野菜 1,080 円
やました 北野西４条１丁目 水餃子 1,000 円

たかす牛鹿れー販売情報

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
た
ご
み

あり

なし

小さい

大きい
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス
よ
り

多い

少ない
金
属
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
よ
り

電気製品家電・PC・小型家電
として処理

プラスチック製容器
包装専用袋（灰色）へ

小型プラス
チック専用
袋（紫）へ

空き缶専用袋
（緑）へ

燃やせるごみ専用袋
（ピンク）へ

※山恵については、準備ができしだい販売を開始します。
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バレーボール ヴォレアス北海道

鷹
栖
の
地
で
　初
陣
飾
る

町
民
の
チ
カ
ラ
が
支
え
た 

盛
り
上
げ
た 

飛
躍
へ
の
第
一
歩
！

『
自
分
信
じ
て
』

　
　古
田
主
将
の
夢
授
業

　

開
幕
戦
に
先
立
ち
、
11
月
８

日
、
９
日
に
町
内
小
・
中
学
校

で
、
ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海
道
の
古

田
史
郎
主
将
に
よ
る
「
夢
授

業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夢
授
業
は
ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海

道
が
企
画
。
古
田
主
将
が
映
像

な
ど
を
交
え
、
自
身
の
経
験
を

も
と
に
児
童
・
生
徒
に
夢
を
持

つ
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　

鷹
栖
小
学
校
で
は
、
５
、
６

年
生
を
対
象
に
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
実
技
指
導
も

行
わ
れ
、
古
田
主
将
と
関
根
俊

哉
選
手
対
児
童
全
員
の
試
合
も

行
わ
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た
様

子
で
し
た
。

　

古
田
主
将
は
「
夢
を
実
現
す

る
た
め
に
一
番
大
切
な
の
は
、

自
分
を
信
じ
る
こ
と
」
と
児
童

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

町
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
、
道
内
初
の
男
子
プ
ロ

チ
ー
ム
「
ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海

道
」
の
、
発
足
後
初
と
な
る
Ｖ

チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
２
公
式

戦
が
、
11
月
18
日
19
日
の
両

日
、
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
小
学
生
を
は
じ
め

多
く
の
町
民
が
来
場
し
、
２
日

間
で
延
べ
約
１
９
０
０
人
の
観

客
が
声
援
を
送
る
な
か
、
同

チ
ー
ム
は
主
将

の
古
田
史
郎
選

手
の
活
躍
な
ど

で
開
幕
カ
ー
ド

２
連
勝
を
飾
り
、

鷹
栖
の
地
で
プ

ロ
チ
ー
ム
と
し

て
の
第
一
歩
を
、

最
高
の
形
で
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に

試
合
前
に
は
、

町
内
の
希
望
す

る
小
学
生
ら
が

「
エ
ス
コ
ー
ト

キ
ッ
ズ
」
と
し

て
コ
ー
ト
に
登

場
。
ヴ
ォ
レ
ア

ス
の
チ
ー
ム
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
身
を
包
み
、
大
勢
の

観
客
を
前
に
選
手
と
手
を
つ
な

い
で
入
場
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
憧
れ
の

選
手
と
記
念
撮
影
と
い
う
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
プ
ロ
の
公
式

戦
と
い
う
晴
れ
舞
台
で
の
夢
の

よ
う
な
時
間
に
、
子
ど
も
た
ち

は
終
始
顔
を
上
気
さ
せ
、
興
奮

し
た
様
子
で
し
た
。

　

１
９
０
０
人
が
歓
喜
し
た
、

鷹
栖
の
地
で
の
ヴ
ォ
レ
ア
ス
北

海
道
の
船
出
。
こ
の
好
発
進
を

影
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
の
が

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
前

日
の
準
備
か
ら
当
日
の
会
場
運

営
、
試
合
終
了
後
の
片
付
け
ま

で
、
多
く
の
町
民
が
携
わ
り
ま

し
た
。

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
仲
間
の
友
人
ら

を
中
心
に
声
を
か
け
る
な
ど

し
、
延
べ
50
名
以
上
の
町
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
ま
と
め
に

奔
走
し
た
佐
藤
の
ぞ
み
さ
ん
は
、

ヴ
ォ
レ
ア
ス
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
自
ら
手

を
挙
げ
協
力
を
申
し
出
ま
し
た
。

　

グ
ッ
ズ
販
売
や
会
場
案
内
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
業
務
を
無
事
に
終
え
、

「
鷹
栖
で
活
動
す
る
チ
ー
ム
を

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
応
援
し
た

い
。
チ
ー
ム
の
成
長
を
間
近
で

見
ら
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
の
楽

し
み
」
と
、
最
高
の
結
果
を
残

し
た
選
手
の
姿
に
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。

　

鷹
栖
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
、
流
れ
落
ち
た
汗
で
選
手

が
滑
っ
て
け
が
を
し
な
い
よ
う
、

素
早
い
床
の
拭
き
掃
除
や
コ
ー

ト
外
に
出
た
ボ
ー
ル
を
返
球
す

る
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
試
合
進

行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担

い
ま
し
た
。
真
剣
勝
負
の
プ
ロ

の
コ
ー
ト
で
、
選
手
の
プ
レ
ー

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
、
か
つ
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
事
で
す
。

　

部
員
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め

に
、
事
前
に
ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海

道
の
選
手
か
ら
動
き
方
な
ど
の

指
導
を
受
け
て
練
習
に
励
ん
だ

と
の
こ
と
。
鷹
栖
中
２
年
の
松

原
明
日
花
さ
ん
は
「
選
手
が
試

合
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
一
生

懸
命
取
り
組
め
た
。
選
手
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
場
面
で

も
練
習
ど
お
り
力
を
出
せ
て
い

て
す
ご
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

―

挑
戦
を
応
援
し
た
い―

町
民
の
思
い
が
支
え
た
開
幕

▲町民ボランティアと選手たち（19 日の第２戦終了後の記念撮影）

▲真剣な表情で試合を見守り出番
　に備える鷹栖中バレー部員

広報たかす H29.12　【10】



手打ちそば処
　　　　　 鷹の里

（８線10号）☎87－3856
営業　午前11時～午後８時30分

出前も始めました

　
平
成
26
年
に
開
業
し
た
「
手

打
ち
そ
ば
処 

鷹
の
里
」
の
ご

紹
介
で
す
。

　
店
主
の
昔
農
悌て

い
二じ

さ
ん
は
、

以
前
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス 

せ
き
の
家
」
を
営
ん
で
い
た
と

き
か
ら
、
宴
会
時
に
は
お
通
し

と
し
て
手
打
ち
そ
ば
を
ふ
る

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
味
に
親
し
ん
で
い
た
仲

間
た
ち
か
ら
、
せ
き
の
家
を
閉

め
る
と
き
に
「
鷹
栖
に
そ
ば
屋

が
な
い
か
ら
そ
ば
専
門
店
を
作

れ
ば
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
現
在
の
鷹
の
里
開
業
を
決

意
し
ま
し
た
。

　
昔
農
さ
ん
は
「
そ
ば
に
精
通

し
た
お
客
さ
ん
が
来
店
す
る
こ

と
も
多
い
か
ら
、
毎
回
手
は
抜

け
な
い
。
お
い
し
い
と
言
わ
れ

た
ら
嬉
し
く
な
る
か
ら
ね
」
と

笑
顔
。
１
食
１
食
に
全
力
を
注

ぐ
実
直
さ
が
、
長
く
愛
さ
れ
て

い
る
秘
訣
で
す
。

　
「
体
が
続
く
限
り
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
す
昔
農
さ
ん

は
、
も
し
若
い
人
で
学
び
た
い

人
が
い
れ
ば
そ
の
技
術
を
継
承

し
て
い
た
だ
け
る
の
だ
と
か
。

　
年
越
し
に
、
昔
農
さ
ん
が
丹

精
込
め
て
手
打
ち
し
た
そ
ば
を

味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
指

針
で
あ
る
「
鷹
栖
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
平
成
27
年
度
～
31
年
度
。
以

下
、
「
戦
略
」
）
」
は
、
毎
年

の
事
業
の
進
み
具
合
に
つ
い
て

外
部
有
識
者
を
交
え
た
評
価
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年

は
12
名
の
委
員
に
よ
る
検
証
会

議
の
開
催
を
重
ね
、
一
部
内
容

を
見
直
し
、
改
訂
版
と
し
て
公

表
し
ま
し
た
。

　

検
証
過
程
で
は
、
順
調
に
進

ん
で
い
る
事
業
の
よ
り
一
層
の

推
進
を
期
待
す
る
意
見
や
、
進

捗
が
見
え
づ
ら
い
取
り
組
み
に

対
す
る
問
題
点
の
分
析
な
ど
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

改
訂
し
た
戦
略
は
、
鷹
栖
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
≫
町
政
ガ
イ
ド
≫
ま
ち
の
計

画
≫
鷹
栖
町
版
地
方
創
生
総
合

戦
略
）
で
公
表
し
て
い
る
ほ

か
、
役
場
総
務
企
画
課
窓
口
で

閲
覧
可
能
で
す
。

総
務
企
画
課
地
域
振
興
係

地
方
創
生
総
合
戦
略
の

評
価
検
証
・
見
直
し
に
つ
い
て

　
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
き

で
、
私
た
ち
の
住
む
鷹
栖
町

は
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
「
不
便
さ
」

や
「
困
っ
た
こ
と
」
を
抱
え

て
生
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

自
分
以
外
の
こ
と
は
、
気
が

つ
き
に
く
い
も
の
で
す
よ

ね
。

　
ど
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い

る
の
か
を
伝
え
合
い
、
自
分

以
外
の
人
の
不
便
さ
に
気
づ

く
こ
と
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
が
外
見
か
ら
は
分
か
ら

な
い
方
が
持
つ
こ
と
で
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
周

囲
の
方
に
支
援
や
援
助
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
使
い
い
た
だ
け

る
の
で
、
使
っ
て
み
た
い
方

は
、
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す

で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
年
12
月
３
日
か

ら
12
月
９
日
は
「
障
害
者
週

間
」で
す
。
12
月
８
日（
金
）

に
は
、
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね

す
で
「
第
８
回
福
祉
と
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
、
サ
ン
ホ
ー
ル

は
ぴ
ね
す
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　

　
健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
☎
87
ー
２
１
１
２

身
に
つ
け
よ
う
、
コ
コ
ロ
の
身
だ
し
な
み

〜
ご
存
知
で
す
か
？
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
〜
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区分
鷹栖町職員 国家公務員

期末
手当

勤勉
手当 計 期末

手当
勤勉
手当 計

６月 1.225
月分

0.85
月分

2.075
月分

1.225
月分

0.85
月分

2.075
月分

12 月 1.375
月分

0.85
月分

2.225
月分

1.375
月分

0.85
月分

2.225
月分

計 2.6
月分

1.7
月分

4.3
月分

2.6
月分

1.7
月分

4.3
月分

加算措置 職務の段階、職務の級などによる
加算措置があります。

（６）職員の期末・勤勉手当の状況（平成 29 年 4 月 1 日）

鷹栖町人事行政の
運営等の状況を公表します

　平成18年３月に制定された「鷹栖町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、町職員の
給与の状況や勤務条件、分限や懲戒処分などの状況について、町民の皆さんに広く公表します。

１　職員の任免および職員数に関する状況

区分 職員数 対前年
増減比部門 平成 28 年度 平成 29 年度

一般
行政

議 会 ２人 3 人 1
総 務 24 人 24 人 0
税 務 4 人 4 人 0
民 生 14 人 15 人 1
衛 生 10 人 10 人 0
農 林 水 産 12 人 12 人 0
商 工 4 人 4 人 0
土 木 8 人 9 人 1
小 計 78 人 81 人 3

特別 教 育 10 人 11 人 1

企業
会計

水 道 ２人 ２人 0
下 水 道 2 人 1 人 △ 1
そ の 他 5 人 6 人 1
小 計 9 人 9 人 0

合計 97 人 101 人 4

（１）人件費の状況（平成 28 年度の地方財政状況調査）

職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）

住民基本台帳人口（平成 29 年３月 31 日）7,076 人

※教育長、職員、準職員を含む

平成 28 年度 平成 29 年度
一般行政職 9 人 8 人

（１）職員の採用および退職に関する状況

区分 定年
退職

勧奨
退職

そ　の　他
合計普通

退職
分限
退職

懲戒
退職 失職 死亡

退職
一般職 4 人 1 人 5 人

新規採用の状況

退職の状況（平成28年度）

２　職員の給与の状況

歳出額 実質収支 人件費 人件費率
6,250,016 122,732 736,935 11.8 ％

※人件費は、議会議員や非常勤特別職の報酬、町長などの特別職
　給与及び職員給与・退職手当組合負担金などが含まれます。

職員数
（Ａ）

給与費 一人当り
給与費
(B)/(A)給料 職員

手当
期末
勤勉
手当

計
（B）

95 人 309,539 71,731 120,426 501,696 5,281

（２）職員給与の状況（平成 29 年度　普通会計）

※給与費：当初予算額。特別職の給与及び公営事業会計、退職手当組合  
　　　　　負担金は含まれません。
※職員手当：扶養手当、住居手当、管理職手当、寒冷地手当、時間外手
　　　　　　当などが含まれます。

（単位：千円）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 36.3 歳 273,781 円 370,841 円

（３）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
　（平成 29 年 4 月 1 日）

※平均給与月額：給料のほか、扶養手当、住居手当、管理職手当、
　　　　　　　　時間外手当、通勤手当などが含まれます。

経験年数区分 10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

20 年以上
25 年未満

一　般
行政職

高校卒 224,200 円 274,000 円 320,200 円
大学卒 257,600 円 311,600 円 363,400 円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　（平成 29 年 4 月 1 日）

※経験年数：卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合の年数

鷹栖町職員
区分 初任給 採用 2 年後

一　般
行政職

高校卒 146,100 円 154,500 円
大学卒 178,200 円 190,100 円

（４）職員の初任給の状況（平成 29 年 4 月 1 日）

国家公務員
区分 初任給 採用 2 年後

一　般
行政職

高校卒 146,100 円 154,500 円
大学卒 178,200 円 190,100 円

（単位：千円）
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（７）職員の退職手当の状況（平成 29 年 4 月 1 日）

区分 鷹栖町職員 国家公務員
自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨

勤続
20 年

20.445
月分

25.55625
月分

20.445
月分

25.55625
月分

勤続
25 年

29.145
月分

34.5825
月分

29.145
月分

34.5825
月分

勤続
35 年

41.325
月分

49.59
月分

41.325
月分

49.59
月分

最高
限度額

49.59
月分

49.59
月分

49.59
月分

49.59
月分

（８）特別職・議員の報酬等の状況（平成 29 年 4 月 1 日）

区　　分 給料（報酬）
月　　額

期　末　手　当
６月 12 月 合計

特
別
職

町長 680,000 円

2.075
月分

2.225
月分

4.3
月分

副町長 570,000 円
教育長 540,000 円

議

員

議長 250,000 円
副議長 190,000 円
常任
委員長 175,000 円

議員 165,000 円

（１）勤務時間及び休憩時間の状況（平成 29 年度）
１週間の
勤務時間

勤務時間の割振り
始業 終業 休憩時間 週休日

38 時間 45 分 8：30 17：15 12:00 ～
13:00

土曜日および
　　　日曜日

３　職員の勤務時間その他の勤務条件

※保育園やメロディホールなど、本庁以外の勤務場所では、これと異
　なる勤務形態の場合があります。

（２）年次有給休暇の取得状況
　　（平成 28 年 1 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日）
総付与日数 総使用日数 全対象職員数 平均使用日数

3,552 日 777.6 日 96 人 8.1 日

４　職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分の人数（平成 28 年度）

処　分　事　由 降任 免職 休職 計
勤務実績が良くない場合 ０
心身の故障の場合 ２ ２
職に必要な適格性を欠く場合 ０
職制、定数改廃、予算減少によ
り過員を生じた場合 ０

（２）懲戒処分の件数（平成 28 年度）
処　分　事　由 戒告 減給 停職 計

法令に違反した場合 ０
職務上の業務に違反した場合 ０
全体の奉仕者たるにふさわしく
ない非行のあった場合 ０

５　職員の服務の状況（平成 28 年度）
職務専念義務免除の人数（延べ人数）　　　101 人
営利企業等の従事許可の人数（延べ人数）　  21 人
※職務専念義務免除には総合健診受診を含む。
※営利企業等の従事許可：消防団入団職員

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況
（１）職員研修の状況（平成 28 年度）

研修区分 受講者数 研　修　内　容
町単独研修  245 人 自主研修、職場内講演等

研修所等研修 89 人 研修センター、町村会研修等
各種専門研修 51 人 法務研修、土曜講座等

７　職員の福祉および利益の保護の状況
（１）健康診断の状況（平成 28 年度）

種　　類 対象者 受診者
人間ドック 54 人 54 人
職員検診 42 人 42 人

（２）公務災害補償の状況（平成 28 年度）
加入団体 災害件数

地方公務員災害補償基金 ３

（３）公務災害及び通勤災害の認定件数　（平成 28 年度）
　　　３件

（４）公平委員会の状況
区　　　　　　　分 件　　数

勤務条件に関する措置の要求 ０
不利益処分に関する不服申立 ０

（５）福利厚生事業の負担金の状況　（平成 28 年度）
　　　北海道市町村職員福祉協会負担金　262,577 円
　    （特別会計、企業会計、準職員を含む）　96 人

８　一般行政職の級別職員数等の状況(平成29年４月１日）

区分 標準的な
職務内容 職員数 構成比 １号級の

給料月額
最高号級の
給料月額

１級 主事・技師 21 人 21.9％ 141,600 円 246,600 円
２級 主事・技師 17 人 17.7％ 191,700 円 303,400 円

３級 係長・主査・
主任 31 人 32.3％ 227,900 円 349,200 円

４級
課長補佐・主幹・
保健師長・係長・
主査

13 人 13.5％ 261,100 円 384,100 円

５級
課長・室長・参事・
事務局長・会計
管理者

12 人 12.5％ 287,100 円 396,200 円

６級
課長・室長・参事・
事務局長・会計
管理者

2 人 2.1％ 317,700 円 410,000 円
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〈
町
民
課
住
民
生
活
係
よ
り
〉

　

今
ま
で
の
23
人
乗
り
か
ら
14

人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
小

型
化
さ
れ
、
よ
り
小
回
り
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
外
観

は
温
か
み
を
も
っ
た
オ
レ
ン
ジ

色
、
黄
色
と
白
色
の
明
る
い
配

色
で
す
。
両
サ
イ
ド
に
は
羽
ば

た
く
「
あ
っ
た
か
す
く
ん
」
が

プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
化
さ
れ
1
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

通
勤
・
通
学
・
買
物
な
ど
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

○
購
入
費
用
の
一
部
に
ふ
る
さ

と
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

町
営
バ
ス
が
新
し
く

　

給
与
等
を
支
払
っ
て
い
る
事

業
所
は
、
平
成
29
年
分
の
法
定

調
書
を
、
次
の
と
お
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

法
定
調
書
の
作
成
・
提
出
に

あ
た
っ
て
は
、
「
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の

作
成
と
提
出
の
手
引
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限

　

平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

▼
問
合
せ

　

旭
川
中
税
務
署

　
　

☎
90
―
１
４
５
１

　

税
務
課
税
務
係

　
　

☎
87
―
２
１
１
１

法

定

調

書

の

提

出

に

つ

い

て

《
問
合
せ
》
健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係

　

高
齢
や
障
が
い
な
ど
に
よ

り
、
住
居
の
屋
根
雪
下
ろ
し
や

排
雪
を
自
力
で
行
う
こ
と
が
困

難
な
世
帯
に
、
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

①
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯

②
同
一
建
物
に
お
い
て
、
要
介

護
・
特
定
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

③
重
度
要
介
護
者
又
は
重
度
心

身
障
が
い
者
と
そ
の
者
を
常

時
介
護
す
る
者
（
介
護
者
１

名
に
限
る
）
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯

④
母
子
世
帯

※
町
内
に
70
歳
未
満
の
親
族
が

居
住
す
る
等
、
対
象
外
と
な
る

要
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
介
護
福
祉
係
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

　

屋
根
雪
下
ろ
し
等
に
要
し
た

費
用
の
３
分
の
２
以
内
（
助
成

上
限
２
万
円
ま
で
）

※
助
成
は
１
冬
季
間
に
つ
き
１

回
ま
で

高
齢
者
世
帯
等
の
屋
根
雪

下
ろ
し
費
用
を
助
成
し
ま
す

鷹栖町役場▶TEL0166-87-2111・FAX0166-87-2196　ホームページ▶http://town.takasu.hokkaido.jp/ 今月のお知らせ

法定調書 提出先
・法定調書合計表
・給与所得等の源泉徴収票
・その他の法定調書

 旭川中
　税務署長

・給与支払報告書
（総括票・個人別明細書）
・退職所得の特別徴収票

 受給者の
 住所地の
 市町村長

《
問
合
せ
》
建
設
水
道
課
維
持
係

　

除
雪
作
業
は
、
午
前
２
時
現

在
の
10
㎝
の
降
雪
量
を
基
準
と

し
て
、
交
通
量
の
少
な
い
深
夜

か
ら
通
勤
・
通
学
時
間
ま
で
の

午
前
７
時
頃
の
終
了
を
目
標
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
作
業
が
通
勤
・
通

学
の
時
間
帯
に
重
な
り
、
交
通

混
雑
や
事
故
が
心
配
さ
れ
る
場

合
は
、
安
全
確
保
の
た
め
除
雪

作
業
を
控
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
早
朝
か
ら
急
に
雪
が

降
り
出
し
除
雪
が
間
に
合
わ
な

い
こ
と
や
、
降
雪
量
が
多
い
と

作
業
時
間
が
長
く
な
る
た
め
、

除
雪
車
の
騒
音
や
後
退
時
の
警

告
音
が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

路
上
駐
車
や
宅
地
内
の
雪
を

道
路
に
出
す
行
為
は
、
除
雪
作

業
に
時
間
が
か
か
る
う
え
、
道

路
幅
が
狭
く
な
り
交
通
事
故
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

安
全
確
保
の
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

ご

協

力

く

だ

さ

い

冬

の

除

雪

作

業

　

町
で
は
、
融
雪
槽
や
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
設
置
者
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

過
去
に
本
補
助
金
を
活
用
し
設

置
し
た
場
合
も
次
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

●
町
内
に
住
居
用
住
宅
を
有
す

る
方
ま
た
は
建
築
す
る
方

●
設
置
済
み
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
（
購
入
し
て
か
ら
１
年

以
内
）

●
新
規
ま
た
は
過
去
に
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
か
ら
10
年
度

以
上
経
過
し
て
い
る
方

●
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

▼
申
込
に
つ
い
て

●
平
成
30
年
度
分
は
、
4
月
よ

り
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

建
設
水
道
課
管
理
係

　

☎
87
―
２
１
１
１

冬
の
除
雪
対
策
に
融
雪
槽
な

ど
設
置
補
助
金
の
活
用
を
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今月のお知らせ

《
問
合
せ
》
町
民
課
医
療
年
金
係

　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受

け
る
場
合
に
は
、
「
領
収
書
」

ま
た
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
29
年
中
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

控
除
証
明
書
が
11
月
ま
た
は
平

成
30
年
２
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の

場
合
は
、
☎
03
―
６
６
３
０
―

２
５
２
５
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

社

会

保

険

料

控
除
証
明
書
の
送
付

　

鷹
栖
町
図
書
室
で
は
、
年
末

年
始
の
住
民
セ
ン
タ
ー
休
館
の

た
め
12
月
10
日
～
末
日
ま
で
貸

出
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
期
間
の
貸
出

冊
数
を
通
常
５
冊
か
ら
10
冊
に

増
や
し
ま
す
。
各
図
書
室
の
開

室
日
は
、
図
書
室
カ
レ
ン
ダ
ー

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

年
越
し
の
お
と
も
に

図

書

室

へ

日にち 12/28
（木）

12/29
（金）

12/30
（土）

12/31
（日）

1/1
（月）

1/2
（火）

1/3
（水）

1/4
（木）

1/5
（金）

1/6
（土）

1/7
（日）

1/8
（月）

役場業務　≪問合せ≫　役場　☎ 87-2111
役場庁舎 休 ９日

から

教育委員会／農業委員会 休 ９日
から

文化・体育施設　≪問合せ≫　教育委員会　☎ 87-2028
メロディーホール 休

総合体育館 休 休
Ｂ＆Ｇ海洋センター 休

郷土資料館 休 休 休
鷹栖地区住民センター 休 休
北野地区住民センター 休 休
中央地区住民センター 休 休 ９日

から

北斗地区住民センター 休 ９日
から

北成地区住民センター 休 ９日
から

福祉施設≪問合せ≫　サンホールはぴねす　☎ 87-2112

サンホール
はぴねす

事務所 休 ９日
から

デイサービス 休
お風呂 休
各部屋 休

子育て支援センター 休 ９日
から

地域包括支援センター 休 ９日
から

その他の施設
　　　 ごみ処理場 午前

のみ 休 午前
のみ

午前
のみ

９日
から

農産加工センター四季の里 休 休
浅井医院 午前

のみ 休 午前
のみ

９日
から

鷹栖歯科 午前
のみ 休 15:00

まで 休

プラザクロス 10 商工会事務所 休 ９日
から

大・小ホール 休

　

年
末
年
始
の
各
公
共
施
設

は
、
左
表
の
と
お
り
休
み
に
な

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
網
掛
け
が
休
み
。
空
欄
は
平

　

常
ど
お
り
で
す
。

　

年
末
年
始
の
町
営
バ
ス
の
運

行
及
び
予
約
受
付
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
月
１
日
は
、
全
便
運
休
な

ら
び
に
予
約
受
付
に
つ
い
て
も

行
い
ま
せ
ん
。

　

12
月
30
・
31
日
及
び
１
月

２
・
３
日
は
、
第
１
・
10
便
が

運
休
と
な
り
ま
す
。

　

１
月
４
日
か
ら
は
通
常
ど
お

り
運
行
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

町
民
課
住
民
生
活
係

　
　

☎
87
―
２
１
１
１

≪年末年始の公共施設等開庁状況≫

年
末
年
始
の

　
公
共
施
設
の

　
　
開
庁
日
に
つ
い
て

年
末
年
始
の

　
町
営
バ
ス
の

　
　
運
行
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
長
期
に
わ
た
る

休
庁
に
伴
い
、「
戸
籍
・
証
明
・

税
・
会
計
窓
口
」
を
１
月
５
日

（
金
）
の
午
前
８
時
30
分
～
正

午
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

各
種
証
明
な
ど
は
年
内
に
予

約
す
れ
ば
、
休
庁
日
で
も
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
企
画
課
総
務
係

　
　

☎
87
―
２
１
１
１

総
務
企
画
課
総
務
係

１
月
５
日
に
一
部
の

役
場
窓
口
を
開
設
し
ま
す

鷹
栖
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

　

「
つ
な
が
り　

さ
さ
え
あ
う

　

み
ん
な
の
地
域
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

募
金
は
、
鷹
栖
町
婦
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
さ
ん
が
ち
ら

し
寿
司
を
手
作
り
し
て
、
町
内

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
訪

問
す
る
事
業
等
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

広報たかす H29.12　【16】
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　　氏　名　　　　　年　齢
おくやみ申し上げます

あたたかい心ありがとうございました

２　区　小　松　國　男さん　　 78 歳
北野東　松　平　君　夫さん　　 94 歳
北野西　金　子　惠　美さん　　 84 歳
北野西　寺　嶋　菊　枝さん　　 69 歳
３６区　藏　本　　　稔さん　　 70 歳

○社会福祉協議会へ
☆香典返しご寄付
　小松　 子さん
　藏本　康子さん
☆その他ご寄付
　㈲助安農場

氏　名 両　親
こんにちは、よろしく

北野東 中山　葵
あおば

晴ちゃん   雄貴さん・佳澄さん

このコーナーでは、町内で満一歳の誕生日を迎える赤ちゃんを、
毎月紹介しています。

柳田　冬
とうま
真ちゃん

平成 28年 12月 11日生まれ
男の子
浩貴・ひとみさんの子

おしゃべりが上手になり
『あ〜』『う〜』と毎日
楽しそうに話してくれま
す！どこからともなく叫
び声がしたら冬真かもし
れません♡

３０区 片山　衛
えもん

門ちゃん   兵衛さん・夏奈子さん

北野東 石塚　朝
あさと

登ちゃん   和希さん・夢乃さん

鷹栖北 菅原　絵
かいと

翔ちゃん   雄樹さん・景子さん

《
問
合
せ
》
産
業
振
興
課
農
林
畜
産
係

　

エ
ゾ
シ
カ
の
狩
猟
免
許
試
験

（
銃
・
わ
な
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
は
狩
猟
鳥
獣
に
定
め

ら
れ
て
お
り
、
捕
獲
す
る
に
は

狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
狩
猟
免
許
を
取
得

す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
の
で
、
ぜ
ひ
取
得
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
狩
猟
免
許
試
験
に
つ

い
て
の
申
請
は
町
が
取
り
ま
と

め
て
行
い
ま
す
の
で
、
受
験

を
希
望
す
る
方
は
12
月
19
日

（
火
）
ま
で
に
役
場
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日
時

　

平
成
30
年
２
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら

▼
試
験
会
場　

上
川
合
同
庁
舎

狩
猟
免
許
試
験
の
案
内

～
町
の
補
助
を
活
用
く
だ
さ
い
～

▼会期（予定）12月17日 ( 日 ) ～ 18日 ( 月 )
▼開会時刻　17日　　　午前10時
　　　　　　18日　　　午前9時30分（予定）
▼議事日程　17日　一般質問
　　　　　　18日　補正予算・条例改正等

鷹栖町議会 平成 29 年第４回定例会開催のお知らせ

　成人を迎えられる皆さん、おめでとうございます。新成
人の方には、ご案内状を送付しています。案内文が届い
ていない方や、町外に転出していて「鷹栖町はたちのつ
どい」に参加を希望される方は、ご連絡ください。
▼会　場
　たかすメロディーホール
▼時　間
　10：30 ～受付
　11：00 ～記念式典

記念事業
記念撮影

▼対象者
　平成９年４月２日～
　　平成 10 年４月１日生まれの方
▼問合せ　教育委員会教育課生涯学習係　☎ 87-2028

平成30年1月7日（日）
は た ち の つ ど い

新　郎 新　婦
ご結婚おめでとうございます

北野東 木村雅俊さん　北野東 黒川明日香さん

鷹栖北 池田慎矢さん　２　区 川合綾香さん

　

毎
年
12
月
10
日
～
16
日
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
で
す
。
日
本
人
拉
致
問

題
を
は
じ
め
と
し
た
北
朝
鮮
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る

関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
関
係
に

関
す
る
情
報
は
、
旭
川
中
央
警

察
署
へ
お
寄
せ
下
さ
い
。

▼
問
合
せ　

旭
川
中
央
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
25
―
０
１
１
０

北
朝
鮮
人
権
侵
害

問

題

啓

発

週

間

《
総
務
企
画
課
企
画
広
報
係
よ
り
》

　

広
報
た
か
す
11
月
号
11
ペ
ー

ジ
「
た
か
す
で
発
掘
魅
力
人
」

で
、
洋
食
屋
ビ
ス
ト
ロ
ピ
ー
ス

の
紹
介
に
て
「
夜
は
２
日
前
ま

で
に
予
約
が
必
要
で
す
」
と
あ

り
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
宴
会

は
２
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

で
す
」
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

広
報
た
か
す
11
月
号

の
訂
正
と
お
詫
び

　鷹栖町議会では、誰もが気軽に足を運べる議会を目
指し、一部を休日に行うこととしました。
　皆さんのお越しを心よりお待ちしています。

　なお、会期・議事日程は 12 月7日開催の議会運営委
員会で正式に決定されますので、その後新聞折込チラシ
にてお知らせします。

【問合せ】議会事務局　TEL87-2111

今回は休日に議会が行われます
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